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３歳児 
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・「～したい」という思い「意欲」が育つ時期なので、全身で楽しさが味わえる素材との出会いが

とても効果的です。感触を味わいながらも、見立て遊びを、一人一人がたっぷりじっくりでき

るように季節に応じた素材を活用して、五感を通した体験が広がるような教材研究を園全体で

取り組みたいものです。 

 

・ 着替えをはじめ、できることは自分でしたいと強く感じています。手伝ってしまうと機嫌を損

ねることもあるので、自分でできそうと思ったことは、まずさせてみて、できたときは丁寧に

褒めて自信につながるようにしましょう。できなかったときは、途中まで手伝って、自分でで

きたと思えるところは残しておきます。意欲が育つ大きなチャンスを逃さないよう少々時間が

かかっても、待って見守りましょう。 

 

・ 食べ物の好き嫌いも出てきますが、盛り付けや調理方法を変えてみたり、一緒に調理したり、

「これを食べると～ができるような強い体になれる」とわかりやすい目標を持たせたり、ちょ

っとした工夫が食べる意欲を生みます。栽培活動を通して、育てた野菜への愛着心が食欲につ

ながっていくこともあります。 

 

・「自分で自分で」「友達と一緒って楽しい」この気持ちを大事にすることが今後の成長にとても影

響すると家庭に伝えたいものです。家庭と園が生活習慣を共有したり、同じ絵本や歌を楽しん

だりすると、園と家庭の生活がつながり、園で安定して過ごせるようになります。園での様子

や人気の歌、手遊びなど、園で大事にしていることを具体的に丁寧に伝え、保護者が一緒に子

育てを楽しめるようにしていきましょう。 

。 

  

自分でできることは自分でやってみたい。そんな気持ちがわいてくるのが３歳児です。 

 自分と同じようなことをする同年齢の友達のことが気になり、一緒のことがしたくなる。でも、

自分のしたいことを遮られると、腹が立ったり、悲しくなったり、複雑な思いを体験します。こん

な気持ちの揺れをひとつずつ大好きな大人に受け止めてもらって、自分と異なる友達の存在に思い

を寄せるきざしが生まれます。友達の存在が心を育てる第一歩の始まりです。 

 運動面でも手足の協応動作、ケンケンやよじ登りなど、目の前の目標にむかって、全身を操作し

て、ダイナミックに動くことが楽しくなります。同時にはさみや、折紙など、「見ながら～をする」

ことができるようになり始めます。 

「昨日の続きをしようか。前にこんなことをしたっけ…。」などと、過去の記憶が積みあがってく

ることも増えるでしょう。 

  

発達の特徴 

大切にしたい保育の課題 
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自分でできるよ自分でできるよ自分でできるよ自分でできるよ    
 

誰かが積み木の片付けを始めると、一人一人が自分で

運ぼうとします。自分でしたい意欲を大事にして、運びや

すい大きさ、出しやすい位置、準備や片付けが自分ででき

るような環境の工夫が必要です。ここをもつと運びやす

い、友達にぶつからないように並んで待つなど、安全に意

識がむけられるよう繰り返し伝えましょう。 

「わくわく・のびのび・いきいき」育つために 
 Ü発達をふまえたかかわり方Ü 

生活習慣が身についてきます生活習慣が身についてきます生活習慣が身についてきます生活習慣が身についてきます    
 

着替えや排泄、手洗い、うがい、お箸など新し

いことが少しずつできるようになってきます。友

達の様子をみながら、自分もできたらほめてほし

くなるし、認めてもらうと、じゃあ次もやってみ

ようとチャレンジするようになります。「みてみ

て」コールにはできるだけ、そのタイミングで受

け止めたいものです。 

友達と一緒って楽しい友達と一緒って楽しい友達と一緒って楽しい友達と一緒って楽しい    
 

砂、水、泥、など変化が楽しめる遊びは、思い

っきり体を使うので、心がのびのび開放され、言

葉が自然に出てきます。「〇〇ちゃんと一緒にし

て楽しかった」「明日も続きがしたい」という友

達とのつながりも生まれます。うまく気持ちが言

えないでいたり、一方的に思い込んで怒ったりす

ることもあるので、友達の思いにさりげなく気付

けるような保育者の存在が大事になります。 
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期／月期／月期／月期／月                                                                    ３歳児３歳児３歳児３歳児    Ⅰ期（４～５月）Ⅰ期（４～５月）Ⅰ期（４～５月）Ⅰ期（４～５月）    

期の特徴期の特徴期の特徴期の特徴    安心できる人やものを、見つけて過ごす中で、新しい環境に慣れていく時期安心できる人やものを、見つけて過ごす中で、新しい環境に慣れていく時期安心できる人やものを、見つけて過ごす中で、新しい環境に慣れていく時期安心できる人やものを、見つけて過ごす中で、新しい環境に慣れていく時期    

    

子どもの姿子どもの姿子どもの姿子どもの姿    

· 新しい生活や環境に期待と共に不安や緊張、戸惑いを感じている子どももいる。 

· 生活の流れがわかってくると保育者と一緒に少しずつ身の回りのことを自分でしようとす

る。 

· 園の玩具、遊具や保育者のしている遊びに興味を持ち、自分の好きな場やしたい遊び

を見つけて遊ぶようになる。 

ねらいねらいねらいねらい    · 少しずつ生活の仕方がわかり、安心して過ごす。 

· 身の回りのことを先生と一緒にしながら、友達と一緒が楽しいと感じる。 

· 玩具や遊具、身近な自然に興味を持ち、気に入ったものを見つけて遊ぶ。 

経
験
経
験
経
験
経
験
す
る
す
る
す
る
す
る
内
容
内
容
内
容
内
容    

健康健康健康健康    

 

・ 衣服の着脱、排泄、手洗い、食事など身の回りのことを先生にしてもらったり、一緒にし

たりする。 

・ 戸外で遊ぶ心地よさを感じて遊ぶ。 

 

・ 身近な先生や気になる友達の顔を覚え、一緒にすごす楽しさを感じる。 

 

 

・ 保育室や園庭に慣れ、自分のしたいことをしたり、好きな場所で遊んだりする。 

・ 春の自然の中で遊び、草花や小動物に触れる。 

・ いろいろな玩具や遊具にかかわり、使い方や遊び方を知る。 

 

・ 先生の話に興味を持って喜んで聞こうとする。 

・ 絵本や紙芝居を喜んで見たり聞いたりする。 

・ 自分のしたいことや先生にしてほしいことをわかってもらおうとする。 

 

・ 知っている歌を歌ったり、簡単な手遊びを喜んでしたりする。 

· 自分でかいたり、つくったりすることを喜ぶ。 

人間関係人間関係人間関係人間関係    

環境環境環境環境    

言葉言葉言葉言葉    

表現表現表現表現    

＜保育のポイント＞ 

☆月齢差、不安度、家庭の環境、生育歴などに配慮し、一人一人の気持ちや思いを受け止め、毎日安

定した気持ちで生活できるようにする。 

●保育者が率先して遊びのモデルになり、自分の気に入った遊びが見つけられるようにする。 

●新しい環境で、自分の生活するものや場所がわかりやすいように個人のマークをつけたり、表示を

工夫したりする。 

●いつでも入れ、自分の好きなときに終われて、繰り返し楽しめて、自分の力量に合ったものが選べ

るような玩具や遊具、遊びを用意する。  

＜家庭との連携＞ 

・保護者が安心できるように子どもの様子を伝えたり、家庭での様子を聞いたりしながら、コミュニ

ケーションを図る。 

・身の周りのことを自分でしようとする意欲を育む大切な時期であると伝え、急がさずに自分でした 

いという気持ちに寄り添うことや扱いやすいものを用意してもらえるよう伝える。 

・一日の生活リズム（起きる・食べる・寝るなど）が整うよう、園と家庭が連携していく。 

・自分のペースで好きな遊びを楽しむことの大切さを知らせ、一人で過ごしていても心配しないよう 

配慮する。 
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４月当初、初めて集団生活を経験した子どもたちや３歳児クラスに進級した子どもたちも初めは緊

張していたけれど、１ヶ月ほどたつとだんだんと表情がやわらぎ、自分の好きな場所や遊びを見つけ

られるようになります。保育者や友達とブランコ、滑り台、砂遊び、園周辺への散歩などしながら、

保育者や友達と一緒が楽しいなと感じ始めています。 

【健康】 
【戸外で遊ぶ心地よさを感じて遊ぶ】 

 

春の日差しや風に誘われて外遊びをいっぱい

経験すると、体の動きもしなやかに、心ものびの

びとした楽しい気持ちになります。友達の姿がモ

デルとなって、着替えや手洗いを自分からやって

みようかなという気持ちがわいてきます。 

【表現】 
【自分でかいたり、つくったりすることを喜ぶ】 

 

保育者のすることに興味を持って、遊び

出します。自分でやってみて、できたもの

を「みてみて、○○ができた」と伝えるこ

とを楽しむようになります。 

【言葉】 
【自分のしたいことや先生にしてほしいことをわかってもらお

うとする】 

 

友達の楽しそうな様子を見て、「したい」「して

ほしい」という思いが生まれます。「○○できた

よ」と自分の思いも言えるけど、もじもじしたり

離れて様子を伺ったりする姿があります。そのよ

うな表情や目で気持ちを伝えようとする姿を丁

寧に受け止めていくと、安心して保育者に話すこ

とができるようになります。 

【人間関係】 
【身近な先生や気になる友達の顔を覚えたり、 

一緒にすることの楽しさを感じたりする】 

 

友達と一緒だと、なんだか楽しい気分になっ

てきます。一緒って楽しいと思う瞬間を「○○

ちゃんと一緒にしたね」と、保育者が言葉にす

ることによって顔や名前を覚えていきます。 

【環境】 
【春の自然の中で遊び、草花や小動物に触れる】 

 

外にでると気持ちが開放的になり、見つけ

た自然物（園庭の花や虫）やお散歩の風景（動

物や電車など）に心ひかれます。春の自然に

触れて興味を持ったものに自らかかわること

が主体的に遊ぶきっかけとなります。 

【このコラムにおける 保育のポイント】 

・個人差を見極め、その子なりのペースで遊べる時間のゆとりや一人一人の生活背景を把握して、

安心できることを見つけていくことが大切です。砂に触れることや固定遊具での遊びへの不安も

あるので、無理強いせず、「大丈夫」と保育者がモデルとなる姿を見せながら、遊びの楽しさを知

らせます。 

・まだ言葉に表せない内面の思いを理解し、「～したかったの？」と言葉にして丁寧に支えることに

よって、「この先生と一緒にいるのがすき」という気持ちを育むことが心の安心、安定を生みます。

不安だった新しい生活も保育者との温かいつながりによって、明日も楽しみに登園できる生活に

なっていくのです。 

３歳 Ⅰ期 すきなあそびすきなあそびすきなあそびすきなあそび    みいつけた！みいつけた！みいつけた！みいつけた！    
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期／月期／月期／月期／月                                                                    ３歳児３歳児３歳児３歳児    Ⅱ期（６～８月）Ⅱ期（６～８月）Ⅱ期（６～８月）Ⅱ期（６～８月）    

期の特徴期の特徴期の特徴期の特徴    周りの様子や友達のしていることに興味を持ってやってみようとする時期周りの様子や友達のしていることに興味を持ってやってみようとする時期周りの様子や友達のしていることに興味を持ってやってみようとする時期周りの様子や友達のしていることに興味を持ってやってみようとする時期    

    

子どもの姿子どもの姿子どもの姿子どもの姿    

・ 生活の仕方がわかり、園生活の中にいろいろなきまりがあることに気づくようになる。 

・ ２，３人の友達と一緒に遊ぶようになるが、自己主張してぶつかり合うこともある。 

・ 砂、水、泥などで大胆に遊ぶ子どもがいる一方で、興味はあるが、見た目や感触に敏

感になり、抵抗を示す子もいる。 

    

ねらいねらいねらいねらい    

・ 着脱など身の回りのことを自分でしようとし、できた喜びを感じる。 

・ 水や砂を使った遊びや全身を動かす遊びに興味を持ち、感触を楽しんだり、開放感を

味わったりする。 

経
験
経
験
経
験
経
験
す
る
す
る
す
る
す
る
内
容
内
容
内
容
内
容    

健康健康健康健康    

・ 身支度や着脱など周りの友達の様子を見ながら、自分のペースでしようとする。 

・ 夏ならではの遊びを通していろいろな素材の感触を味わったり、全身を使って大胆に

遊んだりする。 

・ 先生の動きや楽しそうな雰囲気をきっかけにして、いろいろな遊びに加わる楽しさを知

る。 

・ 自分の好きな遊びを自分のやり方で、繰り返し楽しむ。 

・ 先生や友達と過ごす中でさまざまな感情を体験しながら、一緒に遊ぶ楽しさを味わう。 

 

・ 異年齢児に遊んでもらって憧れの気持ちを持ったり、遊びをまねたりする。 

・ 夏野菜や自然の草花に興味をもち、先生と一緒に世話をしたり、収穫したり、旬の味を

味わったりする。  

・ おもしろかったこと、先生にしてほしいことや困ったことなどを言葉や態度で伝えようと

する。 

・ 言葉の響き、繰り返しのおもしろさを喜んで見たり聞いたりする。 

・ 五感を通して感じたことを擬音語や擬態語や体で表現することを楽しむ 

・ 思いのままかいたり、かいた絵を見ながら先生に話したりすることを喜ぶ。 

・ 身近な小動物に関心をもって、様子をみたり、かわいがったりする。 

・ いろいろな歌やリズム遊びに関心を示し、歌ったり、踊ったり、なりきって表現したりする

ことを楽しむ。 

人間関係人間関係人間関係人間関係    

環境環境環境環境    

言葉言葉言葉言葉    

表現表現表現表現    

 

 

 

 

 

 

 

  

＜保育のポイント＞ 

☆一人一人の子どもの気持ちを受容し、自分の気持ちや考えを安心して表せるようにする。 

☆可塑性、応答性のある遊びに取り組む時間をたっぷり取り、繰り返し自分のペースで楽しみながら、

満足感や充足感が得られるようにする。 

●十分自分の思いを表出して受け止めてもらう経験を重ねることにより、少しずつ友達の気持ちに気

づけるような声かけをしていく。 

●保育者が仲立ちとなり、簡単なルールやきまりを知らせながら、友達と関わって遊ぶ楽しさを知ら

せる。 

●職員間で安全への留意を確認し、楽しく遊びながら、夏の遊びを満喫できるよう工夫する。 

●色々な素材に対しての興味の持ち方やかかわり方は一人一人様々なので、個々のペースで十分楽し

めるように教材の量や環境など配慮する。 

＜家庭との連携＞ 

・友達とのかかわりが多くなるといざこざも増えるが、人とのかかわりを学ぶ大切な経験であると伝

え、解決への道筋を丁寧に知らせながら安心して見守ってもらえるようにする。 

・活動も活発になり、発汗も多くなる時期なので、園で配慮している点を伝えたり、家庭での過ごし

方も聞いたりしながら保護者と園が連携し、一日を通して体調に配慮できるようにする。 
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【表現】 

【身近な小動物に関心をもって、様

子を見たり、かわいがったりする】 

「せんたくごっこ」などお

家の人のしていることを真

似て遊びに取り入れること

を楽しむようになります。

「せんせい、みて、みて」

と先生に受け止めてもらう

ともっとしたいと次への意

欲につながっていきます。 

【健康】【環境】 

【夏ならではの遊びを通していろい

ろな素材の感触を味わったり、全身を

使って大胆に遊んだりする】 

戸外で泥遊びや水遊びを

存分に楽しみはじめます。開

放感や感触の心地よさが、は

じけるような気持ちの高ま

りとなって、五感を刺激しダ

イナミックな動きを引き出

します。 

【人間関係】 

【先生の動きや楽しそうな雰囲気をきっかけに

して、いろいろな遊びに加わる楽しさを知る】 

水や泥などは、互いの気持ちをつな

げる力があります。また保育者の楽し

そうな動きや言葉がけをきっかけに

遊びに入ってくるようなります。大好

きな先生にかかわってもらいながら、

隣にいる友だちと楽しさを共有する

ことに心を弾ませ、みんなの遊びに加

わる楽しさを感じていきます。 

 おもしろそう！ 

せんせいやともだちといっしょ、たのしいな～！ 
３歳 Ⅱ期 

小さなカップに水を移しかえたり、色水をジュースに見立てたりしながら、水遊びがはじまります。

作ってもらったどろ団子を見て作りはじめたり、そばでじ～っと、保育者や友達の様子を見て心を動

かし、“おもしろそう”“やってみたいな～”と、自分から遊び始めるようになってきます。自分のペ

ースでじっくりゆったり楽しめる環境の中で、自分で楽しさやおもしろさを見つけ始めます。 

【このコラムにおける 保育のポイント】 

・まわりの様子が見え始め、気になる○○ちゃんや好きな先生がしていることをみて“わたしも

（ぼくも）やってみたいな”と気持ちを動かして、自分から遊びに向かう姿を大切にしましょ

う。“やってみたいけど…”と、ちょっと抵抗がある時にはそっと援助したり、やり方を工夫

したりするなどの配慮をして“やってみたらおもしろかった”“できた”という手応えが感じ

られるようにします。 

・体も心も動かして開放感や感触の心地よさを友達と一緒に味わいながら、友達と同じ遊びをた

っぷりできるように環境を整えるようにしましょう。また気持ちよさだけに終わらせず、体や

言葉で表現する経験、様々な素材への興味の広がりなど、この期に必要な経験が重ねられるよ

う指導を考えましょう。 

【言葉】 

【おもしろかったこと、先生にしてほしいことや困

ったことなどを言葉や態度で伝えようとする】 

「もう一回して！」「○○になってるね

ん」と保育者に伝えたり、友達に「～や

なー」と話しかけたりと友達との言葉の

やりとりを楽しみ始めます。 
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期／月期／月期／月期／月                                                                ３歳児３歳児３歳児３歳児    Ⅲ期（９～１２月）Ⅲ期（９～１２月）Ⅲ期（９～１２月）Ⅲ期（９～１２月）    

期の特徴期の特徴期の特徴期の特徴    園での生活がわかり、いろいろなことに関心を持って自分からかかわる時期園での生活がわかり、いろいろなことに関心を持って自分からかかわる時期園での生活がわかり、いろいろなことに関心を持って自分からかかわる時期園での生活がわかり、いろいろなことに関心を持って自分からかかわる時期    

    

    

子どもの姿子どもの姿子どもの姿子どもの姿    

・ 大きな生活の流れがわかり、少しずつ見通しを持って過ごすようになる。 

・ 友達のしていることに関心を持ち、みんなと一緒にすることの楽しさを感じるようにな

る。 

・ 行動や遊びが活発になり、体を動かして遊ぶ楽しさを感じる。 

・ 身近なものに関心を持ってかかわり、触れたり、確かめたりする。 

・ 友達や保育者に安心してかかわり、自分の思いを伝えようとしたり、自由に表現する

ことを楽しんだりするようになる。 

    

ねらいねらいねらいねらい    

・ 生活の大まかな流れがわかり、できることは自分でしようとする。 

・ 先生や友達とのかかわりに心地よさを感じながら、したい遊びを楽しむ。 

・ 先生や友達と共通体験やお話をもとに「～のつもり」をもって、一緒に遊ぶことを楽し

む。 

・ 身近にあるいろいろなことに興味をもち、自分からかかわり、繰り返し楽しむ。 

経
験
経
験
経
験
経
験
す
る
す
る
す
る
す
る
内
容
内
容
内
容
内
容    

健康健康健康健康    
・ 安心して行動し、身の回りのことを自分でしようとする。 

・ 戸外でいろいろな遊具にふれて、体を十分に動かして遊ぶ。 

・ 自分のできることや頼まれたことなどを喜んでする。 

・ 秋蒔きの野菜の生長や変化に興味をもち、喜んで収穫したり、味わったりする。 

・ 異年齢児のしていることに関心を持って見たり、まねをしたりする。 

・ 先生や友達のしていることに関心を持ち、一緒に活動することを楽しむ。 

・ 季節の自然に親しみ、興味を持って見たり、触れたりし、遊びに取り入れる。 

・ 身近なものや遊具に興味を持って、好きなようにかいたり、つくったり、繰り返し遊ん

だりする 

・ 見たこと、知っていること、思ったことなどを先生や友達に話して、受け止めてもらう

喜びを感じる。 

・ お話に興味を持ったり、先生や友達と簡単な言葉のやりとりを楽しんだりする。 

・ 見たことや、つくったものを見立てたり、自分なりのつもりを持って遊んだりする。 

・ いろいろな素材や用具を使ってかいたり、つくったり、遊びに取り入れたりする。 

・ 音楽やリズムに関心を持ち、音や体での表現を楽しむ。 

人間関係人間関係人間関係人間関係    

環境環境環境環境    

言葉言葉言葉言葉    

表現表現表現表現    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜保育のポイント＞ 

☆ 気候の変化の著しい時期なので、一人一人の体調を把握して必要な援助を行い、健康に過ごせるよ

うにする。 

☆ 様々な行事に向けての取り組みでは不安に感じる子どももいるので、一人一人の気持ちに寄り添

い、小さな「できた」という満足感が得られるよう丁寧にかかわる。また、みんなで一緒に活動す

る雰囲気を楽しめるようにする。 

☆ 自分の思いと違う存在に出会い、いざこざやすれ違いが多くなるので、何が嫌だったのか、どうし

たかったのか丁寧に聞き、相手の思いを知らせつつ、気持ちが落ち着くように関わる。 

● 様々な遊びや環境に関心をもって自分からかかわろうとする姿を大切に受け止め、自分のペースで

繰り返し楽しめるように必要な遊具や用具を整え、保育者も一緒のことをしながら、何におもしろ

さを感じているのかを捉え、楽しさを共感する。 

＜家庭との連携＞ 

・ 友達とのかかわりが広がってくる時期なので、日頃から園での様子を伝え、保護者の不安や悩みを

丁寧に聞きながら、理解してもらえるようにする。 

・ 自分でできることが増えて張り切ってしたい気持ちと甘えたい気持ちの間で揺れる姿を、励ました

り、手助けしたりしながら、温かく見守ることの大切さを伝える。 
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３歳 Ⅲ期 こんなことできるよこんなことできるよこんなことできるよこんなことできるよ    たのしいよたのしいよたのしいよたのしいよ    

園での生活リズムが分かってくると、自分でできることやしたいことがたくさん増えてきます。そ

ばにいる友達とつながって遊ぶようになり、思いを言葉にして表現することも多くなります。「誕生

日ケーキをつくっているの。」という友達の言葉から、自分が使いたい道具を選んで、それぞれがイ

メージしたケーキを作ることを楽しんでいます。「ピンポーン」とインターホンが鳴ると「ガチャ、

こちらへどうぞ。」と言葉のやりとりも楽しんでいます。 

【健康】 
【自分のできることや頼まれたことなどを喜んでする】

 

「○○ちゃんのさら粉ふわふわするね。」

「たくさんさら粉が作れたね。」など一人一

人が繰り返し楽しんでいることを認めてい

くことで、自分なりの気付きやがんばりが

喜びにつながり、自信をもって取り組むよ

うになります。 

【人間関係】 
【先生や友達のしていることに関心を持ち、一緒に活動す

ることを楽しむ】 

 

どんぐりをたくさんお皿に入れている友

達の様子を見て、どんぐりのある所に駆け出

していきました。友達のしていることをみて

吸収し、同じことを自分でもやってみようと

動き出していきます。 

【言葉】 
【見たこと、知っていること、思ったことなどを先生

や友達に話したり、受け止めてもらえたりする喜び

を感じる】 

 

「ケーキ作っているの。」と言った友

達の言葉から「誕生日ケーキ。」「できた

て熱々ケーキやで。」と自分のイメージ

を伝えながら遊びを楽しんでいます。 

【表現】 
【身近な素材や用具を使って好きなように描いたり作ったり遊ん

だりする】 

 

さら粉を作って混ぜてケーキ作りをする子はふ

るいやフライパンを使っています。お皿にどんぐ

りをたくさん盛ってケーキに見立てている子はお

たまやボールを使っています。自分のイメージに

合った思い思いの道具を使いわけながら、それぞ

れのケーキ作りを楽しんでいます。 

【このコラムにおける 保育のポイント】 

・様々な遊びや環境に関心を持って自分からかかわろうとする姿や友達への関心が高まり一緒に遊んでい

るように見える場面が多く見られるようになります。姿を認めていくことで人とかかわる心地よさを感

じるようになり、友だちに目を向けたり受け入れたりできるようになっていきます。 

・この時期の子ども達は自分なりの世界に没頭して遊びます。保育者の一方的な想像やイメージで言葉を

かけるのではなく、その子の遊びや思いにぴったりと合った言葉をかけていくことが大切です。 

【環境】 
【身近なものや遊具に興味を持ってかかわり、繰り返し遊ぶ】 

子どもの力量にあった素材や用具、興味のあ

る遊びを十分に楽しめるように準備しておくこ

とで、子ども達は夢中になって繰り返し遊ぶ姿

が見られます。
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        期／月期／月期／月期／月                                                                                ３歳児３歳児３歳児３歳児    Ⅳ期（１～３月）Ⅳ期（１～３月）Ⅳ期（１～３月）Ⅳ期（１～３月）    

期の特徴期の特徴期の特徴期の特徴    自分の思いやつもりがはっきりし、友達と一緒にすることが楽しい時期自分の思いやつもりがはっきりし、友達と一緒にすることが楽しい時期自分の思いやつもりがはっきりし、友達と一緒にすることが楽しい時期自分の思いやつもりがはっきりし、友達と一緒にすることが楽しい時期    

    

子どもの姿子どもの姿子どもの姿子どもの姿    

· 一日の流れがほぼわかるようになり、自分から進んで行動しようとする。 

· 気になる友達と一緒に遊びたい気持ちが強くなるが、思いがぶつかったり、出せなかっ

たりすることもある。 

· ごっこ遊びの中で、なりきったり、イメージを友達と共有して遊んだりする。 

· 年長の子どもたちに憧れる一方で、小さい子どもたちに興味をもち、世話をしようとする。 

ねらいねらいねらいねらい    · 安定した気持ちで、喜んで生活する。 

· 友達と一緒に遊ぶことを楽しむ。 

· 興味あることや経験したことを自分なりに表現する。 

経
験
経
験
経
験
経
験
す
る
す
る
す
る
す
る
内
容
内
容
内
容
内
容    

健康健康健康健康    

· 身の回りのことなど自分一人でできたことを喜ぶ。 

· お箸の使い方や正しい姿勢など気づいてやってみようとする。 

· 走ったり、跳んだりして、思いっきり体を動かす。 

· 友達のしていることに興味を持ち、雰囲気をまねたり一緒にしたりする。 

· 分かり易いルールや約束のある遊びを先生や友達と一緒にする。 

· 異年齢児とのふれあいの中で、憧れの気持ちを抱いたり、大きくなった自分を感じたりす

る。 

· 自分たちが育てた野菜を大切に収穫して喜んで食べる。 

· 雪や氷など身近な冬の自然を見たりふれたり体で感じたりする。 

· 物や場所の使い方がわかり、安全に気をつけて遊ぼうとする。 

· 遊んだ後の片付けなど、自分でできることやお手伝いをする喜びを感じる。 

· 身の回りにあるものの数や形、違いや順番などに関心をもつ。 

· 正月、節分、ひな祭り、伝統的行事や文化に興味をもつ。 

· 先生や友達に自分の思ったことや経験したことを話したり、友達と一緒に聞いたりするこ

とを楽しむ。 

· 絵本やおはなしなどに親しみ、空想しながら聞いたり、言葉のやり取りを楽しんだりする。 

· 共通に体験したことや絵本などの話をもとにイメージを持ち、なりきって遊ぶ中で、いろ

いろな動きを楽しむ。 

· 歌ったり、体を動かしたり、リズム楽器を鳴らしたりすることを喜ぶ。 

· 自分なりに思いを持って、かいたりつくったりする。 

人間関係人間関係人間関係人間関係    

環境環境環境環境    

言葉言葉言葉言葉    

表現表現表現表現    

 

＜保育のポイント＞ 

☆自分で考え、自分で決め、自分で行動したい気持ちを汲み取り安心して思いを表せるように個人差

を理解して支えていくようにする。 

☆友達とのいざこざに葛藤している時は、自分で気持ちを切り替え、立て直す過程に寄り添い、最後

は楽しい気持ちを実感して終われるようにする。 

●２～３人でこそっと、落ち着いて遊べる場といつでもだれでも出入りできる場を用意する。 

●ごっこ遊びや、表現遊び（なりきり遊び）が自分たちで場を変えて進めていけるように分かりやす

く扱いやすい遊具や用具を用意する。 

＜家庭との連携＞    

・友達との思いのぶつかりあいを通して人との付き合い方に気づくことを伝え、園と保護者が共通理

解できるようにする。 

・自己主張や自立心が強くなるが、甘えたい気持ちもあるので温かく受け止めてもらうよう声をかけ

る。 

・感染症の流行しやすい時期なので、家庭でもうがいや手洗いの声かけを心がけてもらい、今まで身

についていた生活習慣が定着するようにする。 
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【表現】 
【共通に体験したことや絵本などの話をもとにイメージを持ち、 

なりきって遊ぶ中で、いろいろな動きを楽しむ】 

 

自分の経験を再現したり、○○のつもりになっ

たりして遊ぶことが楽しくなってきます。自分の

イメージで体を動かしたり、なりきって遊んだり

して、表現する楽しさを感じるようになります。 

３歳 Ⅳ期 いっしょいっしょいっしょいっしょにしようにしようにしようにしよう    

大型積み木で遊んでいると、いつの間にか電車ごっこが始まりました。そばで、人形で遊んでいた子ど

もも「のせて」と仲間入り。遠足に行ったこと、買い物に行ったことなど経験したことを遊びに再現す

ることも楽しむようになります。時には、「自分のつもりと違う」「ホントは○○したかったのに」と思

いを出せなかったりする場面もありますが、経験したことを再現して遊ぶなど、気のあう友達とのごっ

こ遊びを楽しめるようになってきたことがうかがえます。 

【健康】 
【身の回りのことなど自分一人でできたことを喜ぶ】 

 

生活の流れもだいたいわかり、保育者

に思いを受け止めてもらえるという積み

重ねがあるので、自分のしたいことや気

持ちを安心して出し、遊びでも生活でも

「やってみよう」という意欲がふくらみ

ます。 

【環境】 
【身の回りにあるものの数や形、違いや順番などに関心を持つ】 

 

積み木の形をうまく生かしながら、友達とイメージ

を共有しながら遊んでいます。色々な素材や用具との

出会いから、形、大きさ、数にも興味を持ち始めます。 

【人間関係】 
【友達のしていることに興味を持ち、雰囲気をまねたり一緒にし

たりする】 

 

遊具や場所を共有する中で、友達のしているこ

とに心を寄せ、一緒にしたい気持ちが高まり、友

達のイメージを受け入れて、同じ「つもり」を持

って遊ぶことが楽しくなります。 

【言葉】 
【絵本やおはなしなどに親しみ、空想しながら聞い

たり、言葉のやり取りを楽しんだりする】 

 

「ここ、○○やで」「つぎは○○えき～」

など自分の経験やおはなしの中の言葉

などを取り入れて、ごっこ遊びを楽し

み、友達とのやり取りも増えてきます。 

【このコラムにおける 保育のポイント】 

・さまざまな場面で自分のつもりを表出することが予想されますので、それぞれの思いに寄り添っ

て遊びにつなぎ、表現する楽しさが味わえるようにしましょう。 

 

・イメージが共有しやすいように、お面をかぶったり、乗り物を一緒につくったりすると、友達同

士思いがつながってより楽しくなります。一緒に遊ぶ楽しさを重ねていくことで、友達と思いが

ぶつかってもまた、「仲直りしたいな」という気持ちが育まれていきます。 
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